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広島東南ロータリークラブ

週報201９年 7月 １日 (第 27４ ２回例会 )
例会日 月曜日 ANAクラウンプラザホテル広島 ℡ 241-1111

事務所 リーガロイヤルホテル広島 13階 ℡ 221-4894
会長 衣笠准一 幹事 佐々木 誠

本日の例会

スケジュール

12:30 点 鐘
国歌斉唱･ロータリーソング｢奉仕の理想｣
来客紹介 (親睦委員会)
７月誕生月会員お祝い･「バースディソング」
会食（本日は 100 万ドルの食事です）

12:50 会長時間 (衣笠会長)
幹事報告 (佐々木幹事)
委員会報告
・出席報告 (出席委員会)
・その他
同好会報告
Ｓ .Ａ .Ａ .

13:10 「会長・理事・役員就任挨拶」
13:30 点 鐘

会長時間

○前役員（会長･副会長･幹事･副幹事）記念品贈呈

○退会ご挨拶－荒木 裕三会員

幹事報告

○新｢会員証｣配布

○例会終了後､７月定例理事役員会開催

○次週例会は臨時総会です。

尚､７月会費案内は総会終了後に発送します。

本日のプログラム

次回例会（７月８日）

「会長・理事・役員就任挨拶」
2019-20年度 衣笠准一会長、理事役員

「臨時総会」 ①２０１８－２０１９年度事業報告
②２０１９－２０２０年度事業計画

会長就任のご挨拶 会長 衣笠 准一

「創立60周年 原点を顧み、未来へつなぐ」

2019－ 20年度は 1960年 2月 1日に創立して以来節目の 60周年を迎える年度です。チ
ャーターメンバー、歴代会長、理事役員、そして全ての会員の皆様のロータリーへの思
いを持続してきたことに敬意を表しますとともに感謝申し上げます。

さて、2019－ 20年度国際ロータリー マーク･ダニエル･マローニー会長は今年度のテ
ーマとして「ロータリーは世界をつなぐ」( )を掲げられま

した。このテーマのもと「ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、寛大な人びとが手を取り合
い、行動を起こすためのつながりを築いてまいりましょう」と述べられています。

また晝田眞三ガバナーは「ロータリーの未来を語り、礎を築こう」と信条を発表され、５つの運営
方針と地区・クラブにおいて達成する目標が示されました。

今年度、私はクラブの活動方針を「創立60周年 原点を顧み、未来へつなぐ」とさせていただきます。
ロータリー創立以来、多くの変遷がありました。時代の流れとともにロータリーは変化を求めてい

ます。変えて良いものと変えてはならないものの見極めが重要となります。ロータリーで変えてはな
らないものはロータリーの存在意義です。それは「決議 23 34」で、ロータリー創立の理念「ロータ
リーの哲学」と「奉仕の理念」このことは必ず守るべきと考えます。
クラブ会員は同じ思い、同じ目的を持った世界の人びと共に「平和を構築」することでつながっていま

す。2008 年 7 月に設定した 7 つの「通年経常の目標」を礎に「クラブ会員をつなぎ」「地域社会とつなが
り」「世界とつながり」持続可能なクラブを創ってまいりました。これから私たちが成すことは、ロータ
リーの原点とクラブの原点を顧み、未来へつなぎ、持続可能で元気なクラブをつくることと考えます。
また、今年度は国際奉仕プロジェクトとして、グローバル補助金を活用したザンビア難民居住地の

支援事業に対し、実行委員会を立ち上げ準備を進めています。
皆様のご指導と積極的な参加をいただき、全ての委員会の目標達成にご協力賜りますようお願い申し上げます。

ロータリーファミリーの皆さんと共に60周年をお祝いし、未来へつなげましょう！

本日は｢１００万ドルの食事｣です
世界中のロータリアンが５０万人位の１９６２年
頃､例会食費１人当たり２ドル節約すれば総額１０
０万ドルの資金ができることからできた言葉です。
当クラブでは節約した金額(596円/1人)は、ロータ
リー財団･米山記念奨学会への寄付、その他奉仕
活動費に充当いたします。

在広ＲＣ例会臨時変更のお知らせ

07/08(月) 広島廿日市RC
07/09(火) 広島安芸RC
07/16(火) 広島安芸RC
07/17(水) 広島陵北RC
07/18(木) 広島北RC・広島安佐RC
07/22(月) 広島中央RC
07/29(月) 広島廿日市RC
08/01(水) 広島安佐RC

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか
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前回 2019年６月２４日例会

最終例会・懇親会 2018-19年度 親睦担当委員 河野洋平

６月２４日（月）に本年度の最終例会及び懇親会が行われました。吉田会長

のご挨拶で開会し、今年度のテーマである「ロータリーを考え実践しよう」
についてのお話があり、自分なりのロータリーを見つけることができたかの
問いに対し思いにふけってしまいました。私自身としてはロータリーに入会
後１年が経っておらず、全てのことが新鮮で初めての経験であるため、何を
考え何を実践したかを振り返ってみて、通常例会のほかに、ロータリー情報
の勉強会に参加し、親睦担当委員として各懇親会に参加し、奉仕プロジェク
ト事業で県立広島病院に対する緩和ケア関連機材の寄贈に参加し、職場訪問
例会で双葉工業株式会社可部工場に訪問し、国際ロータリー第２７１０地区
の地区大会に出席し、支店長を囲む会で松茸と河豚を食べたり、記念植樹周
辺の早朝清掃活動に参加したりと色々と実践だけはしてきました。何を考え
たかについては、まだ言葉でしっかりと表現することができないのですが、日々実践を繰り返すことで
何かをつかみ、自分なりのロータリーを見つけたいと思
っています。
懇親会は、たくさんの人達と親交を深め、おいしいお酒を

たくさん飲むことができました。コース料理も大変おいしくい
ただくことができ、２番目の冷製スープにアイスが添えてある
のは正直びっくりしましたし、４番目の「広島地酒のグラニテ」
が出たときには、皆で「グラニテって何？」と話題になり盛り
上がりました。また、森原様の軽快な司会進行と、温泉川様、
久保河内様及び品川様のプロ顔負けの歌を聞くことができ、と
ても楽しい一時となりました。
今年度は、親睦担当委員として、右も左もわからないまま各親睦会の準備及び進行等を担当させて

いただきました。皆様の積極的な参加に感謝を申し上げるとともに、リーダーの森原様、副リーダーの
井原様及び親睦担当委員の皆様、今年度は本当にありがとうございました。

吉田会長・理事・役員退任のご挨拶
１年間お疲れさまでした！

ご退会の奥道恒夫会員 6/24 付け

吉田会長挨拶

衣笠会長エレクトから

吉田会長へ花束贈呈

佐々木次年度幹事から

大井幹事へ花束贈呈

衣笠会長エレクト挨拶

吉田会長から竹内さんへ

歌のプレゼント !!
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会 員 記 念 日 (２０１９年７月)

会員誕生日

神田敏治 6日

菅 富誉樹 12日

小松原浩平 14日

木矢克造 17日

君島龍輝 21日

要田昭治 25日

高畠哲也 27日

見正伸也 28日

杉井英彦 30日

結婚記念日

菅 富誉樹 7日

佐々木一暢 7日

パートナー誕生日

要田昭治 要田朱美 16日

平岩由紀雄 平岩貴子 19日

武士末 修 武士末眞理子 20日

河野洋平 河野敦子 21日

田上克彦 田上裕子 28日

山仲 巌 山仲直美 29日

中村伸弘 中村紅子 30日

入会月

橋本浩二 H13年

衣笠准一 H17年

土肥雪彦 H18年

胡 定晃 H22年

天野國幹 H25年

今井廣志 H26年

中脇令子 H25年

小杉真澄 H28年

尾立道泰 H28年

荒木裕三 H29年

八木 裕 H30年

河野洋平 H30年

創業月

安居院徳重 （株）鴻池組

旦 康次郎 アイレストホーム（株）

小松原浩平 有限責任あずさ監査法人

神田敏治 神田税理士事務所

守下康弘 （株 ）ス トーンオフィスモ リシタ

品川晃二 （株）保険三世

柄 博治 つか矯正歯科

山下 泉 ゼネラル興産（株）

宝迫信義 （株）NTTネオメイト

お知らせ

今後 の予定

○臨時総会
と き ７月８日(月)例会時
ところ 例会場
議 案 ①2018-19年度事業報告

②2019-20年度事業計画
★長期ビジョン検討特別委員会
と き ７月22日(月)13:35～
ところ ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

★第3回 創立６０周年記念事業実行委員会
と き ７月22日(月)14:35～
ところ ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

○広島みなと夢花火大会クルーズ家族会
と き ７月27日(土)
ところ “銀河”船上

★第４３回インターアクト地区大会
と き ７月27日(土)～28日(日)
ところ アパホテル<山口防府>
テーマ 「 夢と志 ～先人に学び、

未来を切り開こう～ 」
ホスト 山口県立防府商工高等学校

★予告第３回クラブアッセンブリー
と き ８月５日(月)13:35～
ところ ＡＮＡクラウンプラザホテル広島

○予告ガバナー公式訪問８月19日(月)
11:30～12:00 会長幹事懇談会
12:30～13:30 例 会
13:40～15:10 フォーラム

★地区年次大会 (ホスト福山RC)
記念ゴルフ大会 10月25日（金）
大会2日目 10月26日（土）会長･幹事のみ
大会3日目 10月27日（日）

６月２４日

累計：１，７８９，０００円

（本例会５４，０００円）

〇奥道恒夫：退会にあたりまして、
中谷・天野会員によりご紹介頂き入会させて頂きま
した。医療界という閉鎖的な空間の中で過ごし、ま
さに『井の中の蛙』状態にありましたが、当クラブ
に入会させて頂き多くの職業の方々の話を伺うこと
が出来本当に勉強になりました。ロータリアンとい
たしましては奉仕活動にはほとんど参加出来ず、『奉
仕の理想』からは程遠い存在でありましたが、4 年
半の間お世話になりました。東南ロータリークラブ
のますますの発展を祈念いたします。ありがとうご
ざいました。(１０口)

〇古本由美：先週市場の競人試験の審査員をしていたら
テレビで放映されていたそうです。知らせて下さって
ありがとうございました。（１口）

〇髙西哲郎：妻の誕生日お花をありがとうございます。（１口）
〇衣笠准一：麻雀で優勝しました。（1口）
〇杉山顕彦：例会の司会で詰まってしましました。（１口）
〇ＳＡＡﾒﾝﾊﾞｰ 神田敏治、脇桝賢治、吉田範子、
奥道恒夫、赤川浩二、守下康弘：
1年間ありがとうございました。（１口×６名）

〇本年度理事役員 吉田信秀、伊藤正樹、衣笠准一、
小松原浩平、武士末修、錦織亮雄、柄博治、佐々
木誠、古本由美、神田敏治、大井克元、鹿瀬賢二、
杉山顕彦：１年間ありがとうございました。
（１口×１３名 会費より）

今日は何の日：6/24はドレミの日ということでＲＩ
エコーの皆様（１口×２１名 会費より）
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2019-20年度 会長テーマ

ROTARY CONNECTS THE WORLD

ロータリーは世界をつなぐ

2019-20 年度国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー

Decatur(ディケーター) RC

ロータリーの礎は「つながり」です。若い弁護士としてシカゴにやって来たポール・ハリスが

ロータリーを創設した最大の理由、それは見知らぬ街でほかの人たちと「つながる」ことでした。

それから 1 世紀以上が経った今、私たちの周りには、ポール・ハリスの時代には想像もできなか
ったような友情とネットワークを築くための方法が数多く存在します。それでも、ロータリーに

おける「つながり」は独特であり、ほかに類を見ません。

国際ロータリーには、地域社会とつながり、職業のネットワークを広げ、強くて末永い関係構

築ができる確固とした使命と構造があります。会員による数多くのプロジェクトやプログラム、

ポリオ撲滅活動におけるロータリーのリーダーシップ、国連との協力などを通じ、私たちはグロ

ーバルコミュニティとつながっています。私たちの奉仕活動は、同じ価値観を共有し、より良い

世界のために行動したいと願う人びとの結びつきをもたらします。また、ロータリーがなければ

出会うことがなかった人びと、共通の考えを持った人びと、私たちの支援を必要とする人びとと

つながり、世界中の地域社会で人生を変えるような活動を行うことを可能にしています。

21世紀の新たな 10年の始まりに、私たちはロータリーの未来を形作っています。2019-20年度、
ロータリーは新しい戦略計画を実行に移し、規定審議会が採択した革新性に応え、より活性化さ

れた重点分野において活動します。しかし、ロータリーの未来を形作る本当の場所はクラブです。

刻々と変化する現実に対応するために、ロータリーはクラブに注力していかなければなりません。

クラブはロータリーでの経験の中心部ですが、今ではクラブのあり方をより創造的かつ柔軟性

をもって決めることができます。これには例会の方法や、何をもって例会とするかを検討するこ

とも含まれます。会員増強のアプローチにおいては、組織立った戦略的・革新的な方策が必要で

す。そうすることで、地域社会とのより広く、深いつながりができるだけでなく、より多様な会

員に魅力を感じてもらい、積極的な参加を促すことができるでしょう。

実際のところ、ロータリーは家族です。そうであるにも関わらず、会員組織の構造やリーダー

シップの要求などがあることで、今日の若い職業人にとってはロータリーが手の届きにくい存在

となっているようです。ロータリーは、家族との時間を犠牲にするのではなく、家族との時間を

補うような経験を提供する場である必要があります。クラブが温かく、みんなを受け入れるよう

な雰囲気があれば、家族と奉仕活動は両立でき、家族志向の若い職業人にロータリー奉仕や市民

としての参加の機会を提供できます。また、ロータリーの役職に対する期待事項を、多忙な職業

人にあわせて現実的かつ管理可能なものとすることで、将来ロータリーのリーダーとなる次世代

のロータリアンのスキルを高め、ネットワークを築くことができるでしょう。2019-20年度には、
「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマの下、ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、寛

大な人びとが手を取り合い、行動を起こすためのつながりを築いてまいりましょう。

2019-20年度国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー


